



平成 +-年 ,月 ,2日受付平成 +-年 1月 +3日受理
要約 : 私的な空間である庭園の公共性 つまり 個人庭園を多くの市民が楽しみ 喜びを分かちあうという
意味での公共性が議論される現代 庭園 の持つ意味が歴史的な転換期を迎えている ガデニングブ
ムにより イングランドとウェルズにおいて活動しているナショナルガデンスキムによるオプ
ンガデンに関心が高まり 我が国でも ++のオプンガデン団体が形成されている 本報は ガデニン
グブム以前よりオプンガデンを開催し 大都市圏に位置した -つの庭園を先駆的事例として選び
それらを通じて我が国におけるオプンガデンの意義と今後発展するであろうオプンガデン運動の方
向性を考察することを目的とした 研究対象は神奈川県横浜市の川口邸庭園 公開 -+年間 東京都国分寺







+ は じ め に
現代において個人庭園という私的な空間と 公的な空間
との境界線は不明瞭になりつつあるといえる ,***年 3
月 岡山で開催された 第 -回日中韓 国際ランドス
ケプ専門家会議 ,*** では 私的な空間である庭園の公








演繹 的な都市計画ではなく ボトムアップ 帰納 的
に個人の庭園に対する感覚を重視するような都市計画を提
唱している+ 佐	木 ,*** は 庭から敷地主義の壁を取




















唆している 庭園 の語源を考えてみると 庭 は門か
ら建物までの空間で建物前の舗装され囲まれている場所
園は果実のなる樹木がで囲まれた土地の中に植栽さ
れている場所である また英語のガデン garden の語
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宅地では 相続税などの問題により土地の細分化が起こ











庭園 のことである0 市民が 個人庭園 という私的な空
間を訪問することにより 公的な空間と認識する そして
オプンガデンでは 個人庭園を所有し管理する 庭
園主 は 来訪者 とガデニングの情報交換といった交












頃であったという1 また小野 ,*** は六義園の 庭見
物 について述べ 柳沢信鴻 	宴遊日記
 をもとに 一般
的に江戸の大名屋敷は外部に対し閉鎖的な空間構造である




















団体に寄付 約 ,億 1,***万円 ,***年度をしているそ
の案内書 通称 	イエロブック
 によると 単独で公開
する庭園 ,,.-2庭園 と いくつかの庭園が集まりグル
プとして公開する庭園群 ,/1庭園群の ,種類があり年
間の延べ総開園数は /,2/,日 +庭園あたり ,.+1回の公開
をおこなっている++
こうした背景の下 我が国においてもオプンガデン
を開催する市民が着実に増えつつあり +331 平成 3年よ





















る大都市圏に位置し +330 平成 2年から始まったとされ
るガデニングブム以前よりオプンガデンを開催
している神奈川県横浜市の川口邸庭園 東京都国分寺市の
渡辺邸庭園 大阪府大阪市の河合邸庭園の -つである 表
, これらの庭園の概要 オプンガデンの経緯 公開
方法を資料並びにヒアリング調査の結果から整理 考察し
図 + 個人庭園 庭園主 来訪者 によるオプンガ
デンの成立
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地に位置し 現在でも畑地が残存している 図 , 写真
+ 白鳳庵と名づけられた庭園は アジサイの咲く名所と
して近隣住民に知られ 宅地及び庭園を含め面積約 0,***
m, ケヤキ モチノキといった樹齢 ,**年を超える老樹
大樹を含む樹林下に 約 2*種類 /,***株以上のアジサイ
が植栽されている 明治時代に庭園が造られ 敷地にあっ


















表 + 日本におけるオプンガデン実施団体の活動 ,***年 +,月
表 , 我が国におけるオプンガデン開催の先駆的事例
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昭和 ./ 年よりオプンガデンを開始し 現在




















コスガイド 北 や +331 
平成 3 年 横浜市瀬谷区






アジサイの開花時期である 0月中 午前 3時から午後 /
時までほぼ毎日 無料で公開しているが それ以外の時期
でも 開門中訪問する市民もいる 告知方法として 邸宅






図 , 神奈川県横浜市の川口邸庭園平面図 
オプンガデン開催時
写真 + 神奈川県横浜市の川口邸庭園 
,**+年 0月 ,*日
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,**人 開花最盛期には 1**2**から +,***人を越える
ほどで年間 ,-万人 駅から列ができる程多いという
幸い今日では横浜を始め近隣の都市は勿論東京都からも















林や畑地がある 近隣では バラの庭 として知られてお
り庭園は外構部分を含め面積 +/*m,南側が公道 	幅 -.0
m 現在は幅 .m 東側が私道 	幅 +.2m に接した角地
で 西側にはアパトがある 	図 - 	写真 , 南 東の道
路側には高さ +.0mの格子状のフェンスが設置され 生垣
のようにバラ ツルバラを誘引 現在 合計約 2*本植栽さ
れている バラ以外の主な樹木として高さ 0mのアカマツ






再び居住し始めたのは +311 	昭和 /, 年からである 	表
- この年からバラの植栽を開始 +312 	昭和 /- 年ごろ






域住民が現われたことにより +32. 	昭和 /3 年 第 +回
バラを愛する会 を開催 以降 +1年間続いている なお
第 +回から第 /回 	+322年 までは老人会の日程に合わせ
ていたため 日曜日の開催ではなかった
第 0回 	+323年 から それまで バラを愛する会 と
呼んでいたものを バラを楽しむ会 に変更 その時から












の際 花や緑が増えるよう 0丁目 緑のお散歩マップ
	図 . を渡辺氏は提案し 町内会で決定した後 +33, 	平
成 . 年 ,月に完成した マップは 町内会 	自治会 に加
入している .,*世帯 	現在は //*世帯 に配布された B .




図 - 東京都国分寺市の渡辺邸庭園平面図 	オプンガデ
ン開催時
写真 , 東京都国分寺市の渡辺邸庭園 	+333年 /月 ,-日
渡辺氏所蔵
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2 年の第 +-回目 今まで茶菓は 日本茶 和菓子の提供
であったが 若い世代の支援者の発案によりその内容が紅




ングブムの影響により +331 平成 3年 	家庭画報






入者の子供 小学生 や友人も訪問するようになり 世代
に多様性がみられるようになった
,*** 平成 +, 年 +,月から道路拡幅工事のためバラ用
フェンスのセットバック工事が始まり つるバラを移植し
た そのため ,**+ 平成 +- 年のオプンガデンは バ
表 - 東京都国分寺市の渡辺邸庭園オプンガデン年表
図 . 東京都国分寺市の渡辺邸庭園と 0丁目 緑のお散歩
マップ 印が渡辺邸庭園
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間変化していないチラシ A /判ポスタ A -判を
























近隣の +*軒程度の住宅は 花好きの家庭が多く 庭園や
玄関前にコンテナや大きな平鉢を置くなどして 四季を通
じて花で飾っている 町内外の住民はこの道路を フラ
ワロド と呼び 格好の散歩コスにしている 庭園
は面積 +**m, 南面が道路 幅 .m に接し ,*年以上の
間 多種多様なバラを植栽している 図 / 写真 - 入り
口からカポトまでの進入路は 自動車の出入りに支障
がないような矮性の草花花壇である 庭園の中央は芝生地







たが +33. 平成 0 年 河合氏の会社退職を機に地域の老







,日間である 開園時間は午後 +時 -*分から午後 .時 -*
分まで ,*** 平成 +, 年から試験的に午前中公開してい







図 / 大阪府大阪市の河合邸庭園平面図 オプンガデン
開催時
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計 -**名程度であり オプンガデン開始から大きな変
化はない 河合氏によれば来訪者は 新規 -* リピ
タ 1*前後でありその誘致距離は地域住民が中心で














者の数 性別 年齢 発地 目的などのうち 渡辺邸庭園
については数 性別 発地についての資料が得られたため
分析考察することにした +32. 昭和 /3 年から ,*** 平








 来訪者の性別 : 男女比はおよそ -対 1で女性のほう
が多く 年によって大きな違いはない 図 0
 来訪者数 : +1年間の来訪者数はのべ ,,*3/名 第 +
回の +32. 昭和 /3 年は合計 0.名で 徐に増加し 最
大の来訪者数となった第 +0回の +333 平成 ++ 年には
,+,名と開始時の -倍以上となった 図 0 図 1 第 .回




第 +1回の ,*** 平成 +, 年における来訪者の減少につい
ては 昨年に比べ来訪者は -*	.*名少なかった 前日の
雨天のせいかもしれない とバラを楽しむ会 反省事項
メモに書かれている
 来訪者の発地 : 来訪者がどこから来ているのかを年
毎に調査した その指標として 庭園が人を誘致すると
考え 誘致距離の概念を適用した 図 0 また誘致距離に
変化がみられた -年間については詳細に図表化した 図
1
オプンガデン開始年から第 2回の +33+ 平成 / 年
まで +320 昭和 0+ 年の 2.*mを除いて ,-*	-/*m圏
内の誘致距離であることが明らかになった 生活圏内での
緑地である街区公園の ,/*m 近隣公園の /**mという誘




来訪者は飽和状態で第 +回が /-名第 +1回が /0名とほ
とんど変化がない
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マップは誘致距離を前年の -.*mから +,-,*mと .倍
近く拡大させる効果があった 同様に第 ++回 +33. 平成
0年の来訪者数は合計 +.0名と前年と同数であるが誘致
距離は 2-*mから +,10*mと ,倍近くになっている その
理由してオプンガデン当日の東京新聞に掲載されたこ

























うになった という しかし バブル経済を経て 少子高
齢化 経済の熟成化 グロバル化を背景に 終身雇用や
年功賃金を中心とする雇用慣行が変わりつつあり 同好
の士が好みの縁で集まるという好縁社会への動きが始まっ









う 東京都の 	緑の東京計画,/では 都民の緑への関心
の高まりを 自主的な緑づくりへの取組みにつなげていく
仕組みを創っていくために都民企業 NPOと協働し
協力 支援するという 公共への参画 パブリックイン












































+ 鈴木 誠 ,*** テリトリアルガデン所有する庭園
から感じ楽しむ庭園へ 第 -回日中韓 国際ランド
スケプ専門家会議 ,*** pp. +-,*
, 佐木葉二 ,***庭園から読み解く都市空間第 -回日
中韓 国際ランドスケプ専門家会議 ,*** pp. /2
- 桑子敏雄 ,*** 個人庭園の境界性と都市空間の意味 第 -
回日中韓 国際ランドスケプ専門家会議 ,*** pp.
+.
. 野中勝利 ,***現代都市の可能性と展開第 -回日中
韓 国際ランドスケプ専門家会議 ,*** pp. +1,*
/ 進士五十八 +33,アメニティデザイン学芸出版社 pp.
,/.,//
0 AIDA, A., HATTORI, T. and SHINJI, I., ,***. Deﬁnition of
“Open Garden” and Case Studies in Japan, Journal of
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The Japanese Institute of Landscape Architecture, In-
ternational Edition, Vol. +, pp. +23+3*.
1 佐藤 昌 +311 日本公園緑地発達史 上 都市計画研究
所 pp. +-+.
2 小野佐和子 ,***六義園に見る安永天明期の 庭見物
ランドスケプ研究 0- / -0+-00
3 Garden of England and Wales Open for Charity. ,**+.
The National Gardens Scheme Charitable Trust, Eng-
land.
+* ガデニング が流行語大賞に選ばれたのが +331 平成
3 年 現代用語の基礎知識 ,*** によれば 庭づく
りや植物の手入れのことをガデニングと称するように
なった	 この傾向は +330年ごろから始まっている とい
う
++ AIDA, A., HATTORI, T. and SHINJI, I., ,***. Aspect of Pri-
vate Gardens Open to the Public under the National
Gardens Scheme in England and Wales, Journal of The
Japanese Institute of Landscape Architecture, Interna-
tional Edition, Vol. +, pp. 3+,.
+, AIDA, A., SUZUKI, M. and SHINJI, I., ,**+. Development of
Open Garden Society in Japan, -2th IFLA World Con-
gress Proceeding, N+N+*.
+- 川口正英 +33. 卒寿を記念して 自費出版
+. 川口正英 +32+ 懐古と回想 自費出版
+/ 川口正英 +320 白鳳と紫陽花と横浜文化賞 自費出版
+0 川口正英 +313 白鳳庵のあじさい 自費出版
+1 市民グラフ ヨコハマ +33*年 3月 市の花区の花 花
の名所さんぽ 横浜市市民局広報相談部広報課広報セン
タ 1- pp. ++,+
+2 神奈川新聞 +33/年 0月 ,/日 +330年 0月 +3日ミニコ
ミ誌リベルタ +33,年 0月 +2日 +33.年 0月 ,-日
+33/年 0月 +日広報よこはま瀬谷区版 せや ,***年 0
月 瀬谷区制 ,/周年記念事業実行委員会 瀬谷区役所発
行 水と緑とふれあいの街瀬谷 +333年 +*月 また天
気予報の背景画像としてNHKで +332年 0月 +0日放映
+3 市民グラフ ヨコハマ +32,年 +,月 +33*年 3月 +33/
年 -月
,* 横浜市区分地図 瀬谷区 + : 3,*** +333 昭文社
,+ 神奈川新聞 +33/ 平成 1 年 0月 ,/日
,, 東京新聞 +33. 平成 0 年 /月 ,,日
,- 読売新聞 +320 昭和 0+ 年 /月 ,3日
,. 経済企画庁編 ,*** 平成 +,年度国民生活白書
ボラン
ティアが深める好縁 大蔵省印刷局
,/ 東京都編 ,*** 緑の東京計画 東京都
,0 杉尾邦江 +332 ニュジランドクライストチャチに
於ける私有地緑化 ホムガデン の事態調査 その +
PREC STUDY REPORT, Vol. ,, pp. 0,03.
,1 武内和彦 +322 わが村は美しく コンクルにみる集落
景観の保全創造を評価する視点 造園雑誌 /+ / -/-
-/2
相田進士164
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The Signiﬁcance of “Open Garden” in Japan
from Pioneering Cases
By
Akira AIDA* and Isoya SHINJI**
(Received February ,2, ,**+/Accepted July +3, ,**+)
Summary : The meaning of “garden” is facing a historical turning point, to become “a space of private
garden open to the public”. Thus, how the public takes pleasure and enjoyment in private gardens is
being discussed at the present time. The gardening boom follows the Open Garden by the National
Gardens Scheme in England and Wales, which became well known and ++ Open Garden Societies were
established in Japan. The purpose of the research is to consider the meaning of Open Garden and the
aim of Open Garden activity which would develop in the future in Japan by considering three
pioneering cases, which have been opened to the public since before the gardening boom, and are
located in the metropolitan area. The objects of study are Kawaguchi Garden in Yokohama City,
Kanagawa (-+ years open to the public), Watanabe Garden in Kokubunji City, Tokyo (+1 years open to
the public), Kawai Garden in Osaka City, Osaka (2 years open to the public).
As a result of studying these pioneering cases, it was suggested to develop private gardens as public
space in Japan through the system of Open Gardens which is an independent activity of the citizens.
Open Garden will become one of the planning methods to create and develop a new.




Department of Agricultual Science, Graduate School of Agriculture, Tokyo University of Agriculture
Department of Landscape Architecture Science, Faculty of Regional Environment Science, Tokyo University of
Agriculture
先駆的事例を通じた我が国におけるオプンガデンの意義 165
NOS46301 (Mark1) CP7500Mark2 Sat Mar 11 14
コンポジッ
